






























実に質素なかたちでひたすら民衆のために講演活動を続けたという生涯を送っています︒この写真は円了のお墓ですが︑井桁の上に丸で︑ ﹁井上円了﹂という となんだろうと思いま ︒
円了には生涯にかなりの著作がありますが︑これらの内容は︑










大隈重信らが︑経済学や法学などの実学をもとにした教育活動を展開したのに対して︑円了が哲 をベースにした教育を展開した点です︒なぜ円了は哲 を重視 たのか その理由はおよそ三つ挙げられます︒
第一に︑人々の知性を開発して︑それによって国を豊かにする




進向するあたわず︒︙︙哲 は学問世界の中央政府にして万 を統轄するの学と称するも︑決して過褒の言にあらざるなり﹂ ︶ ︒
第二に︑哲学はけっして観念的で世間から遊離したものではな
くて︑哲学には哲学の実用性というものがあるのだ︒それは大工


















言にあらざるなり。……」	 （明治 20年 6月「哲学館開設の旨趣」）
井上円了の思想 2
「諸学の基礎は哲学にあり」は、後の第22代学長・佐久間鼎が作った言葉。しかし円了の『哲





























ての要あるを以ての故なり。」	 （「哲学の効用」『天則』、明治 24年 7月）
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に改組し︑本学 専任教員が何人か参加し︑また客員研究員も数名加わって研究を進めるかたちになっ 事業内容は︑井上円了 関する研究および調査︑資料の整理・保存等々です︒また︑東洋大学の学校史︑自校教育の研究︑そして研究会や講演会︑年報その他の刊行物の発行などもしております︒
それから︑文科省の資金をいただきまして︑ ﹁国際哲学研究セ
ンター﹂というものを設置できまし ︒実はこれは本年度で終わりにはなるのですが︑ 中 ︑ ﹁井上円了及 近代日 の哲学史研究﹂という分野を用意し︑その中で 研究をさらに進めることができました︒井上円了の思想形成史の解明︑その哲学の核心の究明︑その哲学 仏教の関係 究明︑そ 哲 と同時代の哲学思想との関係の究明︑等々です︒
25 下田歌子研究所シンポジウム「学祖研究の現在」
そしてその﹁国際哲学研究センター﹂の中のその研究グルー













役割と功績を分析し︑その意義 ついて人々の理解を得ることにより︑今日の大学そのものへ 理解を深め いただくことも大切なことかと思います︒学祖の新たな挑戦への行動の跡を学び その軌跡に照らして︑今日の時代 中でどのようなイノベーションが必要なのかを深く考察し︑ 果敢に行動すべきではないかと考えます︒
以上で簡単ではありましたが︑私の話を終わらせていただきま
す︒どうもありがとうございま た︒伊藤
―
 
どうもありがとうございました︒
それでは次に︑日本大学の勢
せい
力りき
尚のぶ
雅まさ
先生をご紹介いたします︒
日本大学では現在︑学生たちに自分たちの学校の歴史を理解してもらう自校史教育という取り組み 力を入れて︑組織的にプログ
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ラムを進めているそうです︒勢力先生には︑日本大学という日本でもっとも大きい大学の学祖教育の一端を御紹介いただきながら︑またそういった取り組みに関わった経験から︑学祖教育に対する
勢力先生のお考え︑ご意見などもお話しいただけるということです︒では勢力先生︑よろしくお願いいたします︒
